
北海道の住宅の歩み ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

断熱(天井)
・GWﾌﾞﾛｰｲﾝｸﾞ400㎜以上

など

屋根仕上
・ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き

など

壁仕上
・木質外装材など

断熱(外壁)

・高性能GW16K 

100㎜

+付加断熱として

XPS50㎜など

そのほか主な特徴

・外皮平均熱貫流率

(UA値)

0.34W/(㎡･k)以下

・相当隙間面積(C値)

1.0c㎡/㎡以下

・一次エネルギー消費量

BEI=0.8以下

・耐震等級2(必須)

・劣化対策等級3

灯
油
消
費
量

年間灯油消費量(135㎡の住宅全室を20度に温めた場合・札幌市)

おおよそ600(L)、ホームタンク500(L) 約1.2個分

(参考) 熱損失係数 1.1～1.2 W/㎡･K

隙
間
面
積

135㎡の住宅の隙間を集めると

135㎡以下
(11.5×11.5cm)

隙間相当面積 1 ㎠/㎡以下

※熱交換換気システムを備えた場合の数値となります。

断熱(基礎)
・XPS100㎜

など

新築住宅平均床面積 平均世帯人数

2020(R2)戸建北海道

129.8 ㎡

1.8 人/世帯

2020(R2)北海道

2011  東日本大震災(M9.0)

2013  H25省エネ基準 2020  新型コロナウイルス感染症の世界的流行

南幌町みどり野
きた住まいるヴィレッジ

水平採熱型地中熱ヒートポンプ

2019  「平成」から「令和」へ改元2016  熊本地震(M7.3)

2018  北海道胆振東部地震(M6.7)

H28省エネ基準

4つの基本性能

建設時及び維持保全のルール
(3つのしくみ)

2020年代

北方型住宅2020

窓構成

・ﾄﾘﾌﾟﾙLow-Eｶﾞﾗｽ

(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ封入)

・木製または樹脂ｻｯｼ

床構成
・剛床工法

・木質ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

など

北方型住宅2020
北方型住宅ECO（2010年）より

も耐震・省エネ性能を強化した｢北方

型住宅2020｣が誕生しました。

地震時の建物倒壊を防ぐ（耐震等級

２を必須）とともに、無暖房でも一定

室温を確保する性能（UA値=0.34以

下）を確保することが主な特徴です。

東日本大震災（2011）、熊本地震

（2016）、北海道胆振東部地震

（2018）など、相次ぐ自然災害の発

生を受け、冬季の停電時でも自宅での

避難が可能になる住宅にしています。


